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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

【【計計量量証証明明をを必必要要ととししなないい環環境境計計測測（（含含むむ作作業業環環境境））】】  

  

●●工工程程やや作作業業のの変変更更ををおおここななううとと排排出出さされれるる排排ガガススやや排排水水ななどどにに含含ままれれるる有有害害物物質質のの濃濃度度がが変変化化すするる場場合合ががああ

りりまますす。。有有害害物物質質のの濃濃度度がが増増加加すするるとと，，環環境境汚汚染染やや地地域域住住民民やや労労働働者者のの健健康康障障害害のの原原因因ととななりりええまますす。。  

  

●●ここののよよううにに環環境境計計測測はは CCSSRR ととししててのの環環境境負負荷荷のの低低減減やや健健康康障障害害のの防防止止ののたためめにに重重要要でですす。。  

  ししかかしし，，専専用用のの分分析析機機器器をを持持たたなないい事事業業所所はは，，排排水水のの水水質質測測定定やや作作業業環環境境改改善善ののたためめのの自自社社測測定定がが不不可可能能なな

状状況況でですす。。  

  

●●現現在在,,福福井井県県和和紙紙工工業業組組合合よよりり委委託託（（88 事事業業所所））をを受受けけてて，，事事業業所所排排水水がが越越前前市市指指定定のの環環境境基基準準項項目目のの基基準準値値

にに適適合合しし，，適適正正にに排排出出さされれてていいるるかか確確認認すするるたためめササンンププリリンンググおおよよびび測測定定をを実実施施中中でですす。。  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：    

社社会会的的責責任任ののたためめのの環環境境測測定定 
 

氏氏名名：：      片片岡岡  裕裕一一／／KKAATTAAOOKKAA  YYuuiicchhii  EE--mmaaiill：：  kkaattaaookkaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：  作作業業環環境境測測定定協協会会，，大大学学等等環環境境安安全全協協議議会会  

キキーーワワーードド：：  環環境境測測定定，，安安全全衛衛生生  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

引引張張試試験験機機  LLCCSS  11--3300//22  ((東東京京試試験験機機))    

折折曲曲げげ試試験験機機  MMIITT 耐耐折折試試験験機機  ((テテススタターー産産業業))    
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研研究究内内容容：：    

  

納納豆豆菌菌ででああるる BBaacciilllluuss 属属細細菌菌のの単単

離離・・同同定定をを行行いい、、そそれれぞぞれれのの特特徴徴やや

生生理理機機能能ななどどをを応応用用すするるここととをを目目的的

ととししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

単単離離ししたた BBaacciilllluuss 属属細細菌菌をを色色々々

なな条条件件でで培培養養すするるとと、、化化合合物物をを生生

産産すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

下下図図はは抽抽出出ししたた化化合合物物のの界界面面活活

性性剤剤ととのの相相互互作作用用をを分分析析ししてていいるる。。  

単単離離ししたた化化合合物物ににどどののよよううなな性性質質

ががああるるかか調調べべ、、化化合合物物をを応応用用ででききなな

いいかかをを検検討討すするる。。  

単単離離ししたた化化合合物物ををモモデデルル生生物物ででああ

るるメメダダカカややププララナナリリアアへへ投投与与ししてて細細胞胞

へへのの影影響響をを見見たたりり、、カカビビややキキノノココのの生生

育育へへのの関関与与ににつついいてて解解析析をを行行っってていい

るる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

トトキキシシココゲゲノノミミククススにによよるる食食品品おおよよびび水水環環境境中中のの化化学学物物質質ののモモニニタタリリンンググ  
 

氏氏名名：：      川川村村  敏敏之之／／KKAAWWAAMMUURRAA  TToosshhiiyyuukkii  EE--mmaaiill：：  kkaawwaammuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本動動物物学学会会，，高高専専学学会会  

キキーーワワーードド：：  ババイイオオテテククノノロロジジーー，，分分子子生生物物学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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